
こうすれば日々記録が書けるようになります

～ 書きっぱなしから活用する記録への転換 ～

R３.１１.１８

障がい児成長支援協会セミナー

合同会社サンクスシェア
代表社員・相談支援専門員 田中 さとる

右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。

こうすればシリーズ第６回/10回



「記録が書ける」 ＝ 「適切な支援ができる」
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記録の考え方

【PART Ⅰ】

処遇困難児の支援

の評価のために

【PART Ⅱ】

日常の支援の

記録のために



PART Ⅰ

処遇困難児の支援の評価のために



① 起きた問題行動を分析する
・ 【状況】【きっかけ】【生まれた結果】を洗い出す

② 行動問題がおこらない環境設定をする
・ 事前の約束を徹底する

③ 起きてしまった行動問題をできる限り早く収める
・ 原因や要因の削除
・ クールダウンスペースの確保

④ 落ち着いたらトラブル処理をする
・ 謝罪や仲直り、問題である理由の説明など
・ 今後の約束を決めさせる（決める）

⑤ 約束に沿った対応をする
・ 決めた約束を決してスルーしない（すべてのスタッフ）

行動問題を防ぐサイクル



【その行動のもつ意味＝４つの機能】

機能 生じる結果 なくなる結果

注目
注目が少ない状況
→行動→周囲の注目

いやな注目
→行動→消去

活動
や物

物や活動が入手できない状況
→行動→入手できる。

いやな物や活動
→行動→消去

感覚
刺激

することがない状況
→行動→感覚刺激

いやな感覚刺激
→行動→消去

逃避
いやなことが目の前にある状況

→行動→やらずにすむ

本人にとって、行動したことにより、どんな結果が得られ、
どんな機能があるかを適切に推測するのがプロとしての専門性

① 起きた行動問題の分析



子ども観察力＆支援力養成ガイド

店でほしいも
のをみつける

「買って～」と
大声で泣き叫ぶ

ほしいものが
手に入る

Ａ（状況） Ｂ（行動） Ｃ（結果）

【３つのポイント】
レベルⅠ 『Ａ』の状況をつくらない

レベルⅡ 『Ｃ』の結果を与えない

レベルⅢ 『Ｂ』の行動を変える

① 代わりの行動をつくる

② 望ましい行動をつくる

① 起きた行動問題の分析



「もの」 ・・・ものを使って環境そのものをコントロールする
例：壁向きに配置した机で学習する

「ひと」 ・・・いわゆる誰が対応するか 人による対応の仕方
例：重要なルールをインプットしてほしい時、管理者に話をしてもらう

「こと①」・・・活動内容やイベントのコントロール
例： 「今日のおやつコーナー」などスケジュールボードの提示をする

「こと②」・・・空間・場所のコントロール
例：学習やおやつの時間に座る席を指定する

「こと③」・・・時間帯や時間の長さ、順序などのコントロール
例：本人合わせた、時間入りのスケジュール表を準備する

見
え
る

見
え
な
い

② 行動問題が起こらない環境設定をする



・観察（自然観察・実験的観察）

・面接（本人や保護者、関係者からの聞き取り・情報収集）

・質問紙法（アンケート）

・検査法（学力検査 知能検査 性格検査 投影法

人間関係検査 作業検査法 各種心理検査）

・ポートフォリオ（連絡帳 写真 創作作品 絵画 感想文など）

【情報源：アセスメント】記録の材料



記録と評価｜なぜ記録が必要なのか

① 変化を把握する

◼強度行動障害のある人の状態は

さまざまな環境の影響を受けて変化する。

◼場面による行動の違い、週・月・年単位での行動の変化がある。

⇒客観的な記録があることによって、スタッフ間や他機関

との共通理解が図りやすくなる。

② 原因を考える

◼必ずしも支援の計画を立てる段階で、背景にある原因を考えるのに

十分な情報があるとは限らない。

⇒支援計画を立てて実施した後も、情報を収集して、

それを元に支援を再検討する必要がある。



【変化を把握するための記録】

１. 問題となっている行動に着目する

例）頻度、強度、持続時間

２. 記録する時間帯や場面等を決める

例）１日を通して、時間の区切りごとに、場面ごとに

３. 継続できるように工夫する

例）既にあるものを活用する、置く場所、期限を設ける

【期間を決めて変化をまとめる】

◼ひとめでわかるように整理する

例）折れ線グラフ、一覧表

記録と評価｜ ① 変化を把握する



【関連しそうな情報を集める】

◼障害特性やスキルをもう一度調べる

例）苦手なこと、得意なこと、できること、できないこと

◼生活全体の状況を確認する

例）家庭・家庭の状況、生活のパターン

◼生理・医学的な情報を収集する

例）睡眠、病気、服薬、周期的な変化

【できているとき・できていないときの環境を詳しく見る】

◼問題が生じた前後の状況を整理する

例）機能的アセスメント（機能分析、ABC分析）

記録と評価｜ ② 原因を考える



◼チェックする行動・・・『他の利用者につかみかかる』
・起きた時刻：
・落ち着くまでにかかった時間：
・前兆（低い唸り声、体を前後に揺する等）：

記録様式の例
レベルⅠ

記録と評価｜ Ａ児の行動記録



◼他の利用者につかみかかる・・・●
◼危険を感じた・未然に防いだ・・・◯
◼その他の攻撃等・・・×

記録と評価｜ Ａ児の行動記録 記録様式の例
レベルⅡ



起きた場面・状況 起きた行動 行動の後に起きたこと

• 15:30頃、活動に向かう途中
• Ｃ児が大声を出しながら部屋内

を行ったり来たりしていた
• 気にするＡ児にＢ職員が制止し

て別の部屋に促した

• Ｃ児を気にして近づこうとした
• 職員に制止されると興奮が高ま

り壁を蹴った

• Ｂ職員の誘導で別の部屋に移動
し、作業に取り組むことができ
た

• 作業をしているうちに興奮は治
まった

• 16:00過ぎ、散歩前のトイレ
• 入れ違いにＣ児がトイレから出

てきた

• 突然、Ｃ児に頭突きをした • Ｂ職員が制止
• 静養室に誘導され、落ち着くま

で一人で過ごした（約30分）

※関連しそうなその他の情報
・前日の夜は寝付きが悪く、睡眠時間が４時間程度。
・最近、睡眠が乱れているとの母からの情報あり。

記録と評価｜ Ａ児の行動記録 記録様式の例
レベルⅢ



記録と評価｜ Ａ児の行動記録 記録様式の例
レベルⅠ→Ⅱ→Ⅲ

レベル 記録の内容と方法

レベルⅠ
まずは、『あり』『なし』 程度の情報を、
とにかく書き留めるだけ

レベルⅡ
場面ごと、行動の種類ごとに
『記号』で書き留める

レベルⅢ
どのような場面で、どんなことが起きたのかを
『文章記述』で書き留める



【アセスメントに活用する記録】記録の入力フォーム（提案）

「A児」個別記録フォーム

１ いつの記録？

２ だれが記録？

３ 発達のアセスメント

４ 学習のアセスメント

５ 人間関係のアセスメント

６ 体験のアセスメント

７ 行動問題の記録



PART Ⅱ

日常の支援の記録のために



なぜ書くのか？ 【目的】

『記録』がもつ主な機能

① 記録を残すことの機能

・サービス提供の実施記録（行政への報告）

・サービス提供の情報共有（関係者･機関との連携）

・サービス提供の証拠（リスク管理）

･･･事故 けが 防災 衛生 人権 ※ ヒヤリハット記録🌎

② 記録を書くことの機能

・利用児へのサービス提供の質の向上（対症療法から事前手立てへ）

・支援員の支援力の向上（『みる』視点の深まりと広がり）

目的を意識
しながら書く

https://docs.google.com/forms/d/1h2ZirPHfCYJYdGWLidzEoAz7XGKWiC48eOb5ukKpQCU/edit


【個別支援計画の意識のもとに書く】

『その子の生活のしやすさが向上すること』

→「行動問題分析項目」

をベースに子どもを『みる』

子どもを『みる』視点

・行動の

【内容】

【量】

【質】（ex.頻度 反応時間

の『変化』

個別支援計画を
意識して書く

なにを書くのか？ 【内容】

『みる』領域・カテゴリ



① 分類項目を意識する

なぜ それを記録に残そうと思うのかを問う

（その記録のもつ意味や必要性）

② インデックスを記述する（４０文字程度）

インデックス（表題）を読めば、

第三者が読んだとしてもわかるように書く

・なんについての記録が書かれているのか？

・なぜその記録が残されているのか？

③ 詳細欄に正確な事実を記述する

【留意したいポイント】

・個別支援計画との

整合性をみる

・事実と推測を区別する

・５W１Hを意識する

・支援者側が働きかけた

ことを記録する

・人権に配慮した文章に

する（敬体必要なし）

・開示を求められた場合

を意識して書く

・その子の成長に寄与す

る意識を常にもつ

実際に書いてみましょう！

なぜ？を
重視して書く

どう書くのか？ 【方法】



【アセスメントに活用する記録】記録の入力フォーム（提案）

『日々の記録』フォーム
１ いつの記録？
２ だれが記録？
３ だれの記録？
４ 活動内容は？
４ 内容の記述は？
５ 分類は？（ⅠⅡ）
６ 利用は？
７ 送迎は？
８ 延長は？
９ 加算は？
10 おやつは？
11 弁当は？



PART Ⅲ

記録を「活かす」「活用する」



どのような記録を残してきたでしょうか？

記録の適切性を保ち、

質の向上を図るには

自分の記録を見直すこと

が一番の早道です！

ー振り返る際の分析項目ー

・日付 ・利用児 ・分類

・事業 ・特記 ・記録者

・検索キーワード

１ フィルタ機能・・・記録ｼｰﾄ

（目的の記録を選び出す）

２ 分析機能・・・分析ｼｰﾄ

（他と比べて傾向をみる）

支援の振り返り 【分析】



【フィルタの項目】

・ 児童名

・ 分類

・ 記録者

・ 日付 期間

・ 検索ワード

１ フィルタ機能・・・記録ｼｰﾄ

（目的の記録を選び出す）

支援の振り返り 【分析】



２ 分析機能・・・件数の傾向をみたい

ときに活用できます

ー分析ｼｰﾄの使い方ー

① ピボットテーブルを挿入

「挿入」タブ→「ピボットテーブル」

② 範囲の指定

③ 分析してみたい項目を選ぶ

※複数の項目を重ねて分析することが可能

④ 集計表(集計値)を表示する

分析例）・利用児童と分類の傾向

・職員と分類の傾向

・利用児と期間の傾向

・全体の分類の傾向

支援の振り返り 【分析】



実際に書いてみましょう

『記録の生命線は、目標設定』



「自然観察」✖ → 「仮説検証観察」〇

自然観察

仮説検証観察



【どんな姿を目指すのか？】帰りの会の読み聞かせ

目標達成がみえる『視点』がカギ(絵本読み聞かせ活動）

１０分間くらいの絵本の読み聞かせ活動を実施した際の記録

【支援員として】

あなたは、あとで、児発管さんに活動がうまくいったかどうかの

報告をする予定です。どんな内容を報告（記録）しますか？



【どんな姿を目指すのか？】帰りの会の読み聞かせ

目標達成がみえる『質問』づくりがカギ(絵本読み聞かせ活動）

□ 参加児は何人いたか？（参加意欲）

□ 声かけから集合まで何分かかったか？（参加態度）

□ 途中、逸脱した子は何人だったか？（行動問題）

□ 開始１分後・５分後・9分後、絵に視線を向けていた子は

何人だったか？（集中力の持続度）

□ 読み聞かせ後の、クイズに正解した子は何人だったか？（理解）

□ 次も読み聞かせを希望した子が何人いたか？（活動の成果）



「支援」と「記録」のセット 【記録のイメージ】

もの ひと こと

支
援

①子どもたちに人気投票をして
アンケートした上位２つの絵
本を選んで読み聞かせをした。

②座るスペースに前もって座布
団を並べておき、集合の声か
けをした。

A話が終わった後に、絵本の内
容についてクイズを出すこと
を事前にアナウンスしてから
読み聞かせを始めた。

B座位保持の難しいＡ児の横に
Ｂ支援員を配置し、座り方の
モデル提示をした。

ア普段から確認している「読み
聞かせのきまり」をみんなで
唱和してから活動を始めた。

イ横同士で座ると私語をしたり
ふざけたりするＣ児とＤ児は、
距離が離れるようあらかじめ
座る場所の指定を行った。

結
果

記
録

①‘10人の参加児のうち、８人
が興味をもって最後まで集中
して絵本の読み聞かせに参加
した。

②‘座る場所で押し合うことなく
自分の座る場所を上手に決め
ることができた。

A‘登場人物の人数と名前を正解
した子は７名だった。

B‘Ａ児は、時折座位保持が崩れ
たが、その都度、横にいるＢ
支援員の姿を見て座位保持の
立て直しをしていた。

ア‘５名ほどの子どもが「決ま
り」の掲示物を見なくても唱
和できた。

イ‘過去に時折読み聞かせ邪魔
をするＣ児が、最後まで活
動の邪魔をすることなく読み
聞かせに参加できた。



「もの」 ・・・ものを使って環境そのものをコントロールする
例：壁向きに配置した机で学習する

「ひと」 ・・・いわゆる誰が対応するか 人による対応の仕方
例：重要なルールをインプットしてほしい時、管理者に話をしてもらう

「こと①」・・・活動内容やイベントのコントロール
例： 「今日のおやつコーナー」などスケジュールボードの提示をする

「こと②」・・・空間・場所のコントロール
例：学習やおやつの時間に座る席を指定する

「こと③」・・・時間帯や時間の長さ、順序などのコントロール
例：本人合わせた、時間入りのスケジュール表を準備する

見
え
る

見
え
な
い

② 行動問題が起こらない環境設定をする



演習（仮説検証観察）Ｂ児

スクイーズ
づくり



演習Ⅱ（仮説検証観察）Ｂ児



「〇〇の支援をしたところ、□□の行動がみられました」

【記録の重要point】
□ どのような姿を目指すのかが明確である

※ 個別支援計画の本人の課題を意識できている

□ それは、個別支援計画のどの目標とリンクするかが明確である

□ それは、どのような支援をすればみることができるかが明確である

※ 支援の３つの窓「もの」「こと」「ひと」を意識できている

□ それを、子ども本人に、どのように伝えるのかが明確である

□ それを、保護者や関係者にどのように伝えるのかが意識できている
□ 連絡帳、連絡ノートに何を記述するのかが意識できている

理想の記録



① 行動問題の発生

を回避する

状況と時期の
適切な見立て

・問題の分析

・問題を回避する環境設定

（もの・ひと・こと）

② 望ましい行動を

身に付けさせる

「支援」をデザインする考え方 【支援デザイン力】

35

・環境設定をあえて緩める

・成功体験を積む



「自然観察」✖ → 「仮説検証観察」〇

自然観察

仮説検証観察

記録をイメージして支援を組みたてるのがプロ！



「障がい」の２つの“Ð”スキル育成の大前提

Ｄｉｓａｂｉｌｉｔｙ Ｄｉｓｏｒｄｅｒ
Learning Disability, LD Attention-deficit hyperactivity disorder、ADHD

『新たなできる』をつくる・『今あるできる』を増やす の見極め


